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審議結果
（賛成：反対）

報告第１号 専決処分の承認を求めることについて
（河内町税条例等の一部を改正する条例）

原案承認
（11：０）地方税法の一部を改正する法律等が平成 31 年３月 29 日に公布され、いずれも

原則として同年４月１日から施行されることに伴い、専決処分により河内町税
条例等の一部を改正したので、報告し承認を求めるもの

報告第２号 専決処分の承認を求めることについて
（平成 30 年度河内町介護保険特別会計補正予算（第４号））

原案承認
（11：０）地方自治法第 179 条第１項の規定により、平成 31 年３月 29 日付けで専決処分

したので、報告し承認を求めるもの

報告第３号 専決処分の承認を求めることについて
（平成 30 年度河内町一般会計補正予算（第６号））

原案承認
（11：０）地方自治法第 179 条第１項の規定により、平成 31 年３月 29 日付けで専決処分

したので、報告し承認を求めるもの

報告第４号 平成 30 年度河内町一般会計継続費繰越計算書の報告について

報　告地方自治法施行令第 145 条第１項の規定により、逓次繰越をしたので平成 30
年度河内町一般会計継続費繰越計算書の報告をするもの

報告第５号 平成 30 年度河内町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

報　告地方自治法施行令第 146 条第２項の規定により、明許繰越をしたので平成 30
年度河内町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告をするもの

報告第６号 平成 30 年度河内町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について

報　告流域下水道整備事業費について、地方自治法施行令第146条第２項の規定により、
平成30年度河内町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告をするもの

◆ 議案の内容と結果 ◆

　６月６日から６月１３日までの８日間の会期で開かれた定例会において、提出された報告６件、
条例改正等４件、補正予算２件、人事案件２件について審議されました。
　その結果についてお知らせします。

令和元年

第 ２ 回 河 内 町 議 会 定 例 会
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議案第１号 河内町特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例

原案可決
（11：０）

国政選挙における管理者等の費用弁償の単価が改定になったため、本条例の一
部を改正するもの

議案第２号 河内町立かわち認定こども園の設置及び管理に関する条例及び河内町立かなえ
つ認定こども園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

（11：０）
事業名変更に伴い、本条例の一部を改正するもの

議案第３号 河内町介護保険条例の一部を改正する条例

原案可決
（11：０）地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等

に関する法律（平成26年法律第83号）による介護保険法（平成９年法律第123号）
の改正に伴い、本条例の一部を改正するもの

議案第４号 平成 30 年度河内町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
原案可決

（11：０）平成 30 年度河内町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について、地方公営企
業法第 32 条第２項の規定により、議会の議決を求めるもの

議案第５号 令和元年度河内町一般会計補正予算（第１号）
原案可決

（11：０）歳入歳出予算の総額に 27,568 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ
4,412,294 千円とするもの

議案第６号 令和元年度河内町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
原案可決

（11：０）歳入歳出予算の総額に 1,000 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ
1,233,015 千円とするもの

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
河
内
町
田
川
１
２
４
番
地

　
　

岩 

橋　
宏 

征 

氏	

（
再
任
）

引
き
続
き
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
と
し
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
内
町
長
竿
１
６
６
番
地

　
　

石 

山　
和 

雄 

氏	

（
新
任
）

新
た
に
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

※議長は可否同数のとき以外は表決に加わりません。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

議
会
だ
よ
り
第
54
号
の
Ｐ
３
人
事

案
件
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
（
誤
）
雜
賀 

義
德 

氏

　
（
正
）
雜
賀 

善
德 

氏

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。
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防
災
対
策
に
つ
い
て

議
員　

災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
締
結

は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。
そ
の
内
容

も
含
め
伺
い
た
い
。

総
務
課
長

　
平
成
29
年
１
月
、
稲
敷
地
方
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
の
市
町
村
に
よ
る
相
互
応

援
対
策
協
議
会
を
設
置
、
災
害
時
相
互
応

援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。
協
定
市

町
村
内
で
の
災
害
発
生
時
、
被
災
し
た
市

町
村
に
対
し
、
応
急
対
策
、
復
旧
対
策
を

相
互
に
応
援
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

食
料
、
飲
料
水
及
び
生
活
物
資
等
の
提
供
、

応
急
復
旧
等
に
必
要
な
職
員
の
派
遣
、
被

災
者
を
一
時
的
に
受
け
入
れ
る
た
め
の
施

設
の
提
供
及
び
あ
っ
せ
ん
等
の
９
項
目
に

つ
い
て
規
定
。
協
定
市
町
村
で
は
、
利
根

川
、
小
貝
川
の
洪
水
を
想
定
し
た
稲
敷
広

域
消
防
本
部
圏
内
市
町
村
広
域
避
難
計
画

の
策
定
の
検
討
を
行
い
、
平
成
31
年
３
月

に
広
域
避
難
計
画
利
根
川
、
小
貝
川
洪
水

編
を
策
定
。
主
な
内
容
は
、
避
難
対
象
市

町
の
龍
ケ
崎
市
、
利
根
町
、
河
内
町
の
行

政
区
ご
と
に
、
避
難
先
施
設
、
収
容
人
数
、

避
難
先
市
町
村
へ
の
避
難
経
路
等
を
定
め

て
い
る
。
避
難
先
は
、
河
内
町
の
場
合
は
、

阿
見
町
と
美
浦
村
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

避
難
す
る
場
合
、
避
難
場
所
へ

の
経
路
等
、
町
と
し
て
策
定
し
て
い
る

の
か
。
町
民
へ
避
難
経
路
の
公
表
は
い

つ
す
る
の
か
。

総
務
課
長

　
河
内
町
避
難
計
画
で
は
、
町
内
の
全
て

の
行
政
区
ご
と
に
阿
見
町
と
美
浦
村
の
各

避
難
先
施
設
、
三
つ
の
避
難
経
路
を
定
め

て
い
る
。
こ
の
広
域
避
難
計
画
を
も
と
に
、

町
と
避
難
先
自
治
体
で
あ
る
阿
見
町
、
美

浦
村
と
よ
り
具
体
的
な
協
議
を
進
め
、
利

根
川
、
小
貝
川
の
洪
水
発
生
時
の
町
民
の

広
域
避
難
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
努
め

て
い
く
。
現
在
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
正

を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
広
域
避
難
を
で

き
る
だ
け
記
載
し
、
各
世
帯
に
配
付
し
て

お
知
ら
せ
し
た
い
。

議
員　
現
在
、
利
根
川
の
洪
水
浸
水
想

定
区
域
に
よ
る
浸
水
の
深
さ
を
明
示
し

た
も
の
を
、
電
柱
に
10
カ
所
程
度
掲
示

し
て
あ
る
が
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く

行
政
区
ご
と
に
ふ
や
せ
な
い
か
。

総
務
課
長

　
平
成
30
年
度
に
町
民
の
洪
水
へ
の
意
識

啓
発
、
注
意
喚
起
の
た
め
、
役
場
本
庁
舎

等
の
公
共
施
設
、
幹
線
道
路
沿
い
の
電
柱

な
ど
の
人
目
に
つ
き
や
す
い
場
所
に
、
利

根
川
の
洪
水
を
想
定
し
た
想
定
浸
水
深
標

識
を
設
置
。
今
後
、
よ
り
町
民
が
気
づ
き

や
す
い
場
所
へ
の
設
置
を
課
題
と
し
た

い
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
や
想
定

浸
水
深
標
識
の
設
置
等
で
、
町
民
が
み
ず

か
ら
の
命
は
み
ず
か
ら
が
守
る
と
い
う
防

災
意
識
の
啓
発
に
努
め
、
逃
げ
お
く
れ
ゼ

ロ
を
目
指
す
。

議
員　

町
長
に
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
感
を

も
っ
て
、
腰
を
据
え
て
か
じ
取
り
計
画

を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
全
般
的
に
防

災
対
策
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。

一
般
質
問

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
２
名
の
議
員
が

町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
要
旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

諸岡 周示
 議員
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福
祉
課
長

　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
は
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
導
入
を
検
討
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
交
通
弱
者
と
い
わ
れ
る
方

に
対
し
、
公
共
交
通
機
関
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
等
に
結
ぶ
よ
う
な
役
割
と
し
て
、
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補
充
す
る
よ
う
な
制

度
に
し
て
い
き
た
い
。
自
己
負
担
や
助
成

額
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
料
金
と
外

出
支
援
事
業
の
自
己
負
担
を
、
タ
ク
シ
ー

料
運
賃
の
お
お
む
ね
現
在
の
２
分
の
１
程

度
に
な
る
よ
う
に
助
成
し
て
い
る
。

町
長

　
今
後
、
町
だ
け
で
な
く
、
有
識
者
、
議

員
も
含
め
て
具
体
的
な
対
応
策
を
考
え
た

ほ
う
が
い
い
か
と
思
う
の
で
、
協
議
会
、

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の

意
見
を
つ
な
い
で
い
く
よ
う
に
考
え
た
い
。

町
長

　

集
中
豪
雨
の
あ
と
地
震
が
起
き
た
場

合
、
利
根
川
が
氾
濫
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、
総
合
防
災
訓
練

を
各
地
区
、
全
体
で
始
め
て
、
こ
と
し
で

６
年
に
な
る
。
協
定
、
避
難
計
画
が
で
き
、

実
際
の
避
難
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
進
め

て
い
く
。
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
立
ち

上
げ
を
各
区
長
に
お
願
い
し
、
補
助
金
等

も
提
案
し
な
が
ら
協
力
体
制
を
図
り
、
自

衛
隊
関
係
、
稲
広
消
防
の
Ｏ
Ｂ
等
の
専
門

的
な
人
を
入
れ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

な
が
ら
、
実
行
部
隊
と
し
て
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
成
田
空
港
で
は
Ｃ
滑
走
路
、

Ｂ
滑
走
路
が
１
キ
ロ
北
進
す
る
が
、
も
し

利
根
川
に
不
時
着
し
た
場
合
を
想
定
し
、

稲
敷
広
域
の
消
防
、
成
田
市
周
辺
の
消
防
、

自
衛
隊
、
警
察
も
含
め
た
大
規
模
な
訓
練

を
来
年
度
に
計
画
中
。

　
町
民
の
安
心
安
全
を
考
え
て
対
応
策
を

と
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
回
、

役
場
の
職
員
数
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

購
入
費
を
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

防
災
、航
空
機
事
故
に
関
す
る
対
応
を
こ
れ

か
ら
も
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱

者
の
支
援
に
つ
い
て

議
員　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金
を
改
正

し
、４
月
か
ら
実
験
的
に
始
ま
っ
た
が
、

現
在
ど
れ
く
ら
い
の
登
録
者
が
あ
る
の

か
。町
の
取
り
組
み
と
今
後
の
計
画
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

福
祉
課
長

　
第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
戦
略
に
お
い

て
、
通
学
、
通
園
、
買
い
物
、
通
院
と
い
っ

た
日
常
生
活
の
不
便
さ
を
可
能
な
限
り
解

消
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
高
齢
化
に

あ
わ
せ
て
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

交
通
弱
者
の
対
策
と
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
町
民
の
健
康
維
持
、
推
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
既
存
の
町
営
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の
見
直
し
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
、
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
、
生
活
物
資
に
関
す
る
宅
配

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
平
成
30
年
度
か

ら
運
行
ル
ー
ト
を
龍
ケ
崎
市
の
済
生
会
病

院
ま
で
延
長
し
た
こ
と
で
病
院
と
周
辺
の

商
業
施
設
等
の
利
用
が
可
能
に
な
り
、一
定

の
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。今

後
も
さ
ら
に
鉄
道
駅
、
医
療
機
関
、
公
共
施

設
、そ
の
他
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等
と
も

結
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
、停
留
所
か
ら
離
れ
た
地
域
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
す
る
方
を
念

頭
に
し
た
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
の
検

討
を
進
め
て
い
く
。現
在
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
実
施
し
て
い
る
福
祉
有
償
運
送
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
に
上
乗
せ
で
助
成
す
る
外
出

支
援
事
業
の
範
囲
の
拡
大
、
拡
充
を
検
討
。

昨
年
度
か
ら
試
験
的
に
実
施
し
て
い
る
高

齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
の
利
用
登
録
者

は
23
名
で
あ
り
、
引
き
続
き
周
知
を
図
り
、

本
格
運
用
に
向
け
て
制
度
設
計
に
必
要
な

情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
、買
い
物
に
出
か
け
ら
れ
な
い
高

齢
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
お

買
い
も
の
ツ
ア
ー
等
の
施
策
を
通
し
て
得

ら
れ
る
情
報
や
ご
意
見
を
も
と
に
、高
齢
者

を
含
め
、障
害
を
お
持
ち
の
方
や
妊
産
婦
等

の
交
通
弱
者
の
外
出
支
援
に
つ
い
て
も
、関

係
各
課
と
連
携
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
初
乗
り
７
３
０
円
の
助
成
を
受

け
て
も
、
か
な
り
の
負
担
が
か
か
る
た

め
、ワ
ン
コ
イ
ン
く
ら
い
で
行
け
な
い
か
。
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で
連
れ
て
い
き
、
高
齢
者
の
と
じ
こ
も
り

防
止
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
今
年
度

も
引
き
続
き
実
施
す
る
予
定
。
ワ
ゴ
ン
車

等
で
近
隣
の
商
業
施
設
に
て
食
料
品
や
生

活
必
需
品
の
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
、
社
会
福

祉
協
議
会
で
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
１
日
２

回
龍
ケ
崎
の
済
生
会
病
院
ま
で
行
く
よ

う
に
な
っ
た
が
、
バ
ス
停
ま
で
行
く
こ

と
が
大
変
だ
と
い
う
声
が
あ
る
。
バ
ス

停
ま
で
行
く
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

福
祉
課
長

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
停
が
遠
い

方
の
乗
り
継
ぎ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
高

齢
者
外
出
支
援
事
業
と
し
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
で
実
施
し
て
い
る
福
祉
有
償
運
送

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
が
、
町
が
行
う
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
よ
り
、
さ
ら
に
利
用

し
や
す
い
事
業
に
な
る
。

　
昨
年
度
か
ら
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事

業
を
実
施
、
本
年
度
よ
り
対
象
を
町
内
全

域
に
広
げ
て
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

目
的
地
ま
で
の
移
動
手
段
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
そ
の
他
の
交
通
機
関
へ
の
乗

り
継
ぎ
等
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

利
便
性
も
向
上
す
る
と
考
え
、
個
々
に
そ

の
方
の
生
活
体
系
に
合
っ
た
利
用
方
法
や

交
通
プ
ラ
ン
の
提
案
を
し
て
い
く
。
引
き

続
き
制
度
の
周
知
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
を
ふ
や
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

河
内
町
に
デ
マ
ン
ド
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
の
導
入
予
定
は
な
い
の
か
。

福
祉
課
長

　
交
通
手
段
に
お
困
り
の
高
齢
者
や
障
害

を
お
持
ち
の
方
に
、
福
祉
有
償
運
行
サ
ー

ビ
ス
や
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
を
活

用
し
、
公
共
交
通
機
関
に
つ
な
ぎ
、
目
的

地
ま
で
の
移
動
手
段
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
試
験
運
用

中
の
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
の
デ
ー

タ
や
意
見
を
も
と
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、
デ
マ
ン
ド
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
効
果
的
な
運
用
、
導
入
等
に
つ
い
て
、

関
係
各
課
と
協
議
し
て
い
く
。

議
員　

交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

町
長

　
買
い
物
ツ
ア
ー
は
、
河
内
町
で
は
年
に

１
回
だ
が
、
利
根
町
等
を
参
考
に
よ
い
と

こ
ろ
は
ま
ね
し
て
い
き
た
い
。
交
通
弱
者

に
対
す
る
対
策
、
外
出
支
援
の
協
議
会
を

立
ち
上
げ
て
、
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

交
通
弱
者
対
策
に

つ
い
て

議
員　
年
１
回
の
買
い
物
ツ
ア
ー
を
実

施
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
月
１
回

ぐ
ら
い
ワ
ゴ
ン
車
で
い
い
の
で
地
域
ご

と
に
日
に
ち
を
変
え
て
実
施
で
き
な
い

か
。

福
祉
課
長

　
平
成
30
年
度
よ
り
、
高
齢
者
の
買
い
物

弱
者
支
援
と
社
会
参
加
の
意
欲
向
上
の

き
っ
か
け
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
と

す
る
高
齢
者
お
買
い
物
ツ
ア
ー
と
題
し
た

高
齢
者
外
出
支
援
事
業
を
実
施
。
町
内
在

住
の
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高
齢

者
世
帯
で
外
出
や
買
い
物
に
行
く
機
会
が

少
な
い
方
を
対
象
に
、
旧
村
単
位
で
４
日

に
分
け
、
県
内
の
市
場
や
商
店
街
に
バ
ス

星野 初英
 議員
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災
害
時
の
対
応
に

つ
い
て

議
員　
避
難
所
の
備
蓄
と
し
て
国
産
液

体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
し
て
ほ
し
い
。
保

存
期
間
が
短
い
た
め
、「
広
報
か
わ
ち
」

や
乳
幼
児
健
診
、
防
災
訓
練
等
な
ど
で

紹
介
し
、
ふ
だ
ん
か
ら
使
い
な
れ
て
も

ら
う
啓
発
事
業
も
行
っ
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
は
、
液
状
の
人
工

乳
を
容
器
に
密
閉
し
た
も
の
で
あ
り
、
常

温
で
長
期
間
の
保
存
が
可
能
で
、
そ
の
ま

ま
飲
む
こ
と
が
で
き
、
授
乳
時
の
調
乳
の

手
間
が
省
く
こ
と
が
で
き
る
商
品
。
乳
児

用
液
体
ミ
ル
ク
の
利
点
と
し
て
、
地
震
等

に
よ
り
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
断
絶
し
た
場

合
、
水
や
燃
料
の
確
保
が
難
し
い
災
害
時

で
の
活
用
が
あ
る
。
町
の
災
害
物
品
等
の

備
蓄
に
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
を
追
加
す
る

こ
と
は
、
保
存
期
限
や
保
存
方
法
等
を
考

慮
し
、
検
討
し
て
い
く
。
広
報
等
で
も
防

災
情
報
を
掲
載
し
町
民
の
防
災
意
識
の
啓

発
を
図
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
保
健
セ
ン

タ
ー
等
と
も
連
携
し
、
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る

場
合
の
非
常
持
ち
出
し
品
と
し
て
乳
児
用

液
体
ミ
ル
ク
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た

い
。議

員　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
が

予
算
的
に
厳
し
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
に
か
わ
る
ト
イ
レ
を
備
蓄
す
る
こ
と

を
考
え
て
ほ
し
い
。
進
捗
状
況
を
伺
い

た
い
。

総
務
課
長

　
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
、
災
害

が
発
生
し
、
家
庭
や
避
難
所
で
水
洗
ト
イ

レ
を
使
用
で
き
な
か
っ
た
と
き
に
、
テ
ン

ト
式
等
の
仮
設
の
ト
イ
レ
を
組
み
立
て
下

水
道
に
直
接
流
す
こ
と
等
に
よ
り
、
衛
生

的
に
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
現
在
、
町
が
災
害

用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
具
体

的
な
計
画
は
な
い
が
、
避
難
所
等
へ
の
整

備
は
、
整
備
費
用
等
の
財
政
負
担
を
考
慮

し
、
引
き
続
き
災
害
時
対
応
の
課
題
と
し

て
い
く
。
災
害
時
の
ト
イ
レ
と
し
て
、
使

い
捨
て
の
で
き
る
簡
易
ト
イ
レ
セ
ッ
ト
を

町
で
備
蓄
、
各
家
庭
等
で
の
備
蓄
に
つ
い

て
広
報
等
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た

い
。議

員　

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
進
捗
状

況
を
伺
い
た
い
。

　
総
務
課
長

　
本
年
度
中
に
、
町
地
域
防
災
計
画
と
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
正
を
予
定
。
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
改
正
に
当
た
り
、
先
行
自
治

体
の
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
参
考
と
し

て
、
災
害
時
の
情
報
取
得
方
法
、
ふ
だ
ん

か
ら
の
備
え
、
避
難
時
の
注
意
事
項
等
の

防
災
情
報
等
も
掲
載
し
、
町
民
の
防
災
意

識
の
啓
発
を
図
り
、
広
域
避
難
に
つ
い
て

の
情
報
も
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

議
員
　
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

町
長

　
液
体
ミ
ル
ク
は
、
で
き
る
限
り
早
く
そ

ろ
え
る
と
同
時
に
、
事
前
に
使
っ
て
も
ら

う
方
法
は
な
い
か
を
検
討
中
。
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
環
境
は
、
河
内
町
で
は
あ
ま

り
現
実
的
で
は
な
い
た
め
、
簡
易
ト
イ
レ
、

使
い
捨
て
で
も
い
い
の
で
対
応
で
き
る
も

の
が
必
要
だ
と
思
う
。
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
は
、
配
付
し
た
後
も
有
効
に
活
用
で
き

る
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。
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教
育
環
境
の
充
実
に

つ
い
て

議
員
　
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
子
育

て
を
支
え
る
方
策
と
し
て
も
、
財
政
を

工
夫
し
て
、
給
食
費
を
無
償
化
に
で
き

な
い
か
。
給
食
費
無
償
化
に
す
る
た
め

の
課
題
は
な
に
か
。

教
育
長

　
県
内
44
市
町
村
の
給
食
費
の
保
護
者
負

担
平
均
月
額
、
児
童
４
，
０
０
０
円
、
生

徒
４
，
５
０
０
円
。
何
か
の
形
で
補
助
し

て
い
る
市
町
村
は
10
市
町
村
あ
り
、
保
護

者
が
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
が
要

件
。
町
の
徴
収
額
は
、
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
３
，
７
０
０
円
、
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
３
，
９
０
０
円
、
７
年
生
か
ら

９
年
生
ま
で
と
教
職
員
４
，
３
０
０
円
。

学
校
給
食
法
に
お
い
て
経
費
負
担
に
つ
い

て
は
、
設
備
等
は
設
置
者
支
出
、
食
材
は

実
際
に
食
べ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
が
納

入
す
べ
き
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
無
償
と
す
る
場
合
、
予
算
と
し
て
年
間

約
２
，
４
０
０
万
円
が
必
要
と
な
り
、
一

旦
実
施
す
る
と
逆
に
有
償
化
へ
は
戻
せ
な

い
内
容
で
あ
り
、
無
償
化
は
恒
久
的
に
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
財
源
の

確
保
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

無
償
化
で
児
童
生
徒
１
人
当
た
り
年
間

４
万
５
，
０
０
０
円
ほ
ど
の
保
護
者
負
担

が
削
減
で
き
る
。
現
在
の
給
食
費
の
未
納

額
は
、
過
年
度
を
含
め
約
１
７
６
万
円
ほ

ど
あ
り
、
現
在
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒

で
約
50
万
円
、
卒
業
し
た
児
童
生
徒
に
も

請
求
は
続
け
て
い
る
た
め
減
っ
て
き
て
い

る
が
、
ず
っ
と
継
続
し
て
請
求
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
る
。
実
施

時
期
の
検
討
が
必
要
で
、
保
護
者
へ
事
前

に
意
識
調
査
等
を
行
い
、
無
償
化
の
目
的
、

意
義
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
か

ら
実
施
す
る
の
が
肝
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
課
題
等
が
解
決
で
き
た
と
き
に
、
給
食

費
の
無
償
化
の
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
。

　
自
校
給
食
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
こ
と
し

で
１
年
が
過
ぎ
た
。
そ
れ
ま
で
幼
稚
園
給

食
に
業
者
委
託
し
て
い
た
が
、
１
年
間
で

約
１
，
０
０
０
万
円
削
減
し
、
目
的
ど
お

り
に
削
減
で
き
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

町
長

　
本
当
に
無
償
で
あ
れ
ば
一
番
い
い
と
思

う
。
ま
ず
、
実
際
に
無
償
化
し
て
い
る
市

町
村
、
２
分
の
１
等
補
助
し
て
い
る
市
町

村
の
状
況
等
を
調
査
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
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※議長は可否同数のとき以外は表決に加わりません。

第 ２ 回 河 内 町 議 会 臨 時 会
８月９日に開かれた臨時会において、審議された結果をお知らせします。

審議結果
（賛成：反対）

議案第１号 令和元年度河内町一般会計補正予算（第２号）
原案可決

（11：０）歳入歳出予算の総額に 10,403 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ
4,422,697 千円とするもの

議案第２号 河内町デジタル防災行政無線（同報系・移動系）設備工事請負契約について

原案可決
（11：０）令和元年７月 29 日に一般競争入札に付した工事について、請負契約を締結する

ため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条
の規定に基づき、議会の議決を求めるもの

　

生
板
地
内
県
道
路
線
の
進
捗
状
況
及
び

今
後
の
予
定
等
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

　
千
葉
県
成
田
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
防
音

工
事
済
木
造
住
宅
で
、
内
窓
の
設
置
状
況

や
防
音
効
果
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

竜
ケ
崎
工
事
事
務
所
訪
問

内
窓
効
果
体
験
住
宅
視
察

６
６

６
13

◇ 

総
務
経
済
委
員
会 

◇

◇ 

空
港
対
策
特
別
委
員
会 

◇

議
員
活
動
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URL　http://www.town.ibaraki-kawachi.lg.jp/gikai/index.html	

なお、議会会議録は、公共施設（役場、福祉センター、農村環境改善センター、つつみ会館）にもあり

ますのでご覧ください。	

◆ 議長及び議員の主な動向 ◆ 令和元年５月から令和元年７月

✿❀✿　５月　✿❀✿
８日 町体育協会総会
13日 街頭キャンペーン
17日 町民ゴルフ大会

21日 県町村会公有物件特別会計監査
議会運営委員会

22日 県南町村議会議長会

23日 美浦・河内小学校陸上記録会
シニアクラブ総会

24日 県議長会定例会

27日
龍ケ崎地方塵芥処理組合全員協議会・臨時会
例月出納検査
イルミネーション実行委員会

28日 全国議長会議長副議長研修会
市町村長・市町村議会議長会議

30日 町シルバー人材センター理事会
町商工会通常総会

31日 稲敷地方広域市町村圏事務組合全員協議会・臨時会

✿❀✿　６月　✿❀✿
２日 手をつなぐ育成会定期総会
５日 社会福祉協議会理事会

６日 第2回定例会開会
総務経済常任委員会

13日 第２回定例会閉会
空港対策特別委員会

15日 消防団幹部視察研修
16日「かわち丸」新酒披露会
19日 直売所等視察研修会

20日 郡市社会教育委員連絡協議会監査
学校給食運営委員会

21日 認定農業者協議会定例総会
23日 岡田金男氏旭日双光章受賞記念祝賀会
25日 例月出納検査
27日～29日
	 町議会行政視察

✿❀✿　７月　✿❀✿
１日 竜ヶ崎土木協会定期総会
２日 直売所等視察研修会
５日 旧金江津小学校利活用における地域懇談会

９日 龍ケ崎地方衛生組合全員協議会
ウィーラ―ミドルスクールウェルカムセレモニー

10日 交通弱者対策打合せ会議

11日 町文化協会監査
かわち学園・ウィーラ―ミドルスクール交流演奏会

12日 直売所等視察研修会
13日 郡市社会教育委員連絡協議会総会・研修会
16日 竜ケ崎地区防犯協会理事会・評議員会
18日 町文化協会総会
19日 県交通安全キャラバン隊メッセージ伝達式
20日 かわち町日中友好協会総会
25日 例月出納検査

26日 街頭キャンペーン
イルミネーション実行委員会

29日 子ども・子育て支援審議会
稲敷地方広域市町村圏事務組合全員協議会・臨時会

30日 龍ケ崎地方衛生組合全員協議会・臨時会
31日 広報委員会


